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掴
め
紫
紺
の
優
勝
旗

【全国制覇に向けて気合い十分の選手たち】【全国制覇に向けて気合い十分の選手たち】

優しい眼差しで選手たちを
指導する神

かみ

谷
や

嘉
よし

宗
むね

監督

３
月
21
日
に
開
幕
す
る
第
86

回
選
抜
高
校
野
球
大
会（
阪
神
甲

子
園
球
場
）に
、
秋
季
九
州
大
会

で
準
優
勝
を
果
た
し
た
美
里
工
業

高
等
学
校
の
出
場
が
決
定
し
ま
し

た
。
同
校
野
球
部
に
は
、
う
る
ま

市
出
身
の
生
徒
が
多
く
（
26
人
）

所
属
し
て
お
り
、
主
将
の
高
江
洲

君
を
は
じ
め
、
俊
足
を
誇
る
神
田

君
、
秋
季
大
会
高
打
率
を
残
し

た
宮
城
君
な
ど
５
人
が
主
力
選
手

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

美
里
工
業
高
校
は
初
の
甲
子
園

出
場
。
県
秋
季
大
会
で
は
５
試
合

中
４
試
合
で
２
桁
安
打
を
記
録
す

る
な
ど
強
打
を
誇
り
ま
し
た
。

ま
た
、
野
球
部
員
の
約
７
割
が

電
気
工
事
士
な
ど
の
資
格
を
取

得
す
る
な
ど
文
武
両
道
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

監
督
の
神
谷
先
生
は
、「
甲
子

園
で
活
躍
す
る
た
め
に
選
手
た
ち

も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
。
う
る

ま
市
の
方
々
に
も
是
非
応
援
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

西に
し

藏く
ら

當と
う　

祥
し
ょ
う（
遊
撃
手
）

出
身
校　

あ
げ
な
中
学
校

松ま
つ

堂ど
う　

正
し
ょ
う（
右
翼
手
）

出
身
校　

具
志
川
中
学
校

高た
か

江え

洲す　

大ひ
ろ

夢む

（
主
将
：
三
塁
手
）

出
身
校　

伊
波
中
学
校

神か
み

田だ　

大だ
い

輝き

（
中
堅
手
）

出
身
校　

あ
げ
な
中
学
校

宮み
や

城ぎ　

諒
り
ょ
う

大た

（
左
翼
手
）

出
身
校　

あ
げ
な
中
学
校

美里工業高等学校 野球部
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【優秀賞を受賞した西
にし

野
の

勇
ゆう

輝
き

くん】

第
４
回
Ｋ
Ｂ
Ｃ
学
園
杯
争
奪
・
第
17
回
県

中
学
校
新
人
軟
式
野
球
大
会
の
決
勝
戦
に
お

い
て
、
あ
げ
な
中
学
校
が
３
対
２
で
北
中
城

中
学
校
に
勝
利
し
、

５
年
ぶ
り
４
度
目
の

栄
冠
に
輝
き
ま
し

た
。
同
校
は
３
月
21

日
か
ら
行
わ
れ
る
九

州
選
抜
大
会
に
、
県

代
表
と
し
て
出
場
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。

「
き
っ
と
出
会
え
る
人
・
夢
・
愛
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
第
22
回
お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
絶
好
の
天
気
に
恵
ま
る

中
、
沿
道
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
援
と
花
々
が

見
守
る
中
う
る
ま
路

を
駆
け
抜
け
ま
し

た
。

※
勝
連
南
風
原
区
の

県
道
16
号
線
沿
い
に

は
「
希
の
会
」
が
丹

念
に
育
て
た
花
々
が

満
開
で
し
た
。

２
月
８
日
、
９
日
の
両
日
、
ヌ
ー
リ
川
桜

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
人
々
は
川
辺

を
散
策
し
な
が
ら
、
桜
の
花
を
観
賞
し
ま
し

た
。ま

た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
民
謡
シ
ョ
ー

な
ど
も
行
わ

れ
、
き
れ
い
な

桜
の
花
の
下
で

行
わ
れ
た
演
奏

を
、
友
人
や
家

族
と
共
に
存
分

に
楽
し
ん
で
い

る
姿
が
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

空
手
を
通
し
て
心
身
の
鍛
錬
や
青
少
年
の

健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
具
志
川

総
合
体
育
館
で
空
手
の
交
流
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
日
頃
の
練
習
で
磨
い
た
技
を
競
い

あ
う
選
手
た
ち
に
、
会
場
か
ら
は
熱
い
声
援

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

ヌ
ー
リ
川
桜
ま
つ
り

若
獅
子
杯
空
手
道
大
会

沖
縄
マ
ラ
ソ
ン

沖
縄
へ
優
勝
旗
を
!!

Ｋ
Ｂ
Ｃ
杯
優
勝　

あ
げ
な
中

2/3

第
37
回
中
学
新
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に

お
い
て
、
与
勝
中
学
校
が
県
内
で
優
勝
し
、

九
州
大
会
へ
の
派
遣
が
決
定
し
ま
し
た
。

同
部
は
、
部
員
数

が
少
な
い
中
、
毎
日

厳
し
い
練
習
に
取
り

組
み
、
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
ま
た

６
人
が
県
選
抜
選
手

に
選
出
さ
れ
る
な
ど

今
後
の
活
躍
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
が
、
小
中
高
生
を
対
象
に
毎
年

行
っ
て
い
る
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

応
募
の
あ
っ
た
４
３
２
作
品
の
中
か
ら
45
作
品
が
入

選
し
、そ
の
内
優
秀
賞
に
３
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

☆
沖
縄
県
優
秀
賞
☆

【
小
学
生
】　

西に
し

野の　

勇ゆ
う

輝き

く
ん
（
彩
橋
小
学
校
６
年
生
）

【
中
学
生
】

宮み
や

城ぎ　

梨り

紗さ

さ
ん
（
具
志
川
中
学
校
２
年
生
）

【
高
校
生
】　

仲な
か

宗そ

根ね

し
ず
く
さ
ん（
具
志
川
高
等
学
校
１
年
生
）

2/8

2/9

2/16

1/28

1/14

◆
叙
位
叙
勲　

正
七
位

元
恩
納
村
立
仲
泊
小
学
校
校
長

石い
し　

川か
わ　

武た
け　

一い
ち　

氏
（
89
）

う
る
ま
市
石
川

（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
八
日
逝
去
）
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ふ
る
さ
と
芸
能
デ
ー

青
少
年
特
別
表
彰

2/13

市
内
各
地
域
の
伝
統
文
化
を
掘
り
起

こ
す
こ
と
を
目
的
に
地
域
自
治
会
が
舞
台

発
表
し
、
次
世
代
へ
芸
能
・
文
化
を
継
承

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
芸

能
デ
ー
」
が
、
石
川
東
恩
納
区
と
東
山
区

の
両
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
恩
納
区

　
　
　

〜
ヒ
ヤ
ミ
カ
チ
東
恩
納
〜

東
恩
納
区
で
は
地
域
住
民
の
融
和
と
結

束
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
伝
統
芸
能
の
東
恩
納
ウ
ス
デ
ー
ク

を
は
じ
め
獅
子
舞
・
琉
球
舞
踊
・
組
踊
り

を
上
演
、
来
場
の
お
客
さ
ん
か
ら
拍
手
喝

采
浴
び
無
事
公
演
を
終
え
ま
し
た
。

市
民
に
明
る
い
希
望
と
活
力
を
与
え
る
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
青
少
年
を
表
彰
す
る

『
う
る
ま
市
青
少
年
特
別
賞
』
が
又ま

た

吉よ
し

健け
ん

斗と

君
と
古ふ

る

堅げ
ん

舞ま
い

さ
ん
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ケ
ン
ケ
ン
体
操
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
二
人
は
こ
れ
ま
で
も
数
々
の
大
会
で
優
勝
を
収

め
て
お
り
、
こ
の
度
、
世
界
年
齢
別
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
選
手
権
タ
ン
ブ
リ
ン
グ
で
日
本
代

表
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
同
賞
の
表
彰
に
い
た
り
ま
し
た
。

【氏名】又
また

吉
よし

　健
けん

斗
と

具志川東中学校１年

全九州トランポリン競技選手
権６連覇。
その他優勝多数。
平成25年トランポリン選手権
タンブリング日本代表に選出
される。

【氏名】古
ふる

堅
げん

　舞
まい

あげな中学校２年

数々の大会で優勝。
平成25年トランポリン選手権
タンブリング日本代表に選出。
沖縄県から女子選手初の世界
挑戦となる。

東
山
区

　
　
　

〜
か
り
ゆ
し
ど
〜
東
山
〜

東
山
区
が
『
石
川
橋
物
語
』
と
題
し
、

明
治
末
に
１
人
息
子
を
亡
く
し
た
石
川
の

老
夫
婦
が
石
川
川
に
橋
を
架
け
る
こ
と
を

願
い
、
村
人
や
隣
村
を
動
か
し
て
橋
の
完

成
に
こ
ぎ
着
け
る
内
容
の
創
作
劇
を
上
演

し
ま
し
た
。
舞
台
で
は
、
子
供
か
ら
お
年

寄
り
の
方
々
が
演
じ
る
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の

演
技
を
披
露
し
、
橋
が
架
か
っ
た
喜
び
を

熱
演
し
ま
し
た
。
こ
の
公
演
を
通
し
て
、

実
行
委
員
長
の
池い

け

原は
ら

ト
モ
子
自
治
会
長

は
、「
劇
を
通
じ
て
地
域
住
民
が一つ
に
な
っ

た
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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石
川
地
区
公
民
館　
☎
９
６
４
｜
３
４
３
３

勝
連
地
区
公
民
館　
☎
９
７
８
｜
７
１
９
４

与
那
城
地
区
公
民
館　
☎
９
７
８
｜
６
８
３
６

う
る
ま
市
立

２
月
１
日
、
２
日
の
両
日
、「
生
き
が
い
を
つ
く
る
学
び
は　

明
日
へ

の
希
望
」
を
テ
ー
マ
に
第
９
回
う
る
ま
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
団
体
の
展
示
や
舞
台
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
軽
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
が
行
わ
れ
、
約
６
，
５
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

◆
◆
表
彰
さ
れ
ま
し
た
◆
◆

平
成
25
年
度
社
会
教
育
優
良
団
体

な
ら
び
に
社
会
教
育
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
。

【
社
会
教
育
優
良
団
体（
5
団
体
）】

○
う
る
ま
市
文
化
協
会
美
術
部

○
ブ
ッ
ク
ポ
ケ
ッ
ト

（
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル・
城
前
小
）

○
平
敷
屋
婦
人
会

○
与
那
城
ス
ト
ロ
ン
グ

○
読
み
聞
か
せ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

（
伊
波
小)

【
社
会
教
育
功
労
者（
6
名
）】

○
天あ

ま

野の

京き
ょ
う
こ子

さ
ん

○
幸こ

う

地ち

良よ
し

夫お

さ
ん

○
知ち

念ね
ん

権け
ん

和わ

さ
ん

○
照て
る

屋や　

稔み
の
るさ

ん

○
長な

が

浜は
ま

清き
よ

子こ

さ
ん

○
前ま
え

原は
ら

正せ
い

謙け
ん

さ
ん

～生きがいをつくる学びは　明日への希望～

う
る
ま
市
立
公
民
館
で
は
、

約
１
０
０
近
く
の
サ
ー
ク
ル
団

体
が
自
主
的
・
継
続
的
な
学
習

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は

公
民
館
ま
つ
り
と
し
て
、
う
る

ま
市
立
公
民
館
（
３
地
区
館
）

等
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
か
ら

展
示
発
表
の
部
33
団
体
、
舞
台

発
表
の
部
45
団
体
が
日
頃
の
練

習
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

【各種展示】 石川地区公民館
【フリースタイルダンスDANK】

旧中央公民館
【とんとんみ～三線クラブ】

体験コーナー
【うーぶ山工房】

勝連地区公民館
【クリスタルコールうるま】

与那城地区公民館
【うるま天龍太鼓】

放課後子ども教室、社会教育関係団体、
市子連子どもまつり、市Ｐ連童話・お話・
意見発表会の舞台発表、パネル展示もあ
りました。

県大会で最優秀賞を受賞した
高江洲中２年 ブレイディ綸さん

平安名子ども会

いしかわ児童館 キッズフェスタ

♬ 
♬

【と　き】平成26年3月23日（日）
午後2時～ 5時

【ところ】与那城地区公民館
【入場料】無料
【主　催】 与那城地区公民館サークル

の皆さん
【共　催】うるま市教育委員会
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市
民
課
国
民
年
金
係 

☎
９
７
３
|
５
４
９
８

国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ま
れ
た
方

で
、
平
成
16
年
４
月
以
降
分
の
後
納
保
険

国
民
年
金
後
納
制
度
は
、
過
去
10

年
間
に
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。ま

た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ

た
方
は
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
年
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
保

険
料
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
納
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き
る

期
限
は
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
お
早
め
に
申
込
み

く
だ
さ
い
。

年
金
だ
よ
り

●
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０
ー
０
１
１
ー
０
５
０

●
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に

な
る
場
合
は　

☎
０
３
ー
６
７
３
１
ー
２
０
１
５ 

●
コ
ザ
年
金
事
務
所
（
国
民
年
金
課
）

☎
０
９
８
ー
９
３
３
ー
３
４
３
７

【
受
付
時
間
】

（
月
曜
日
） 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時　

（
火
〜
金
曜
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

（
第
２
土
曜
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
お
問
合
せ
の
際
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
、

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
以
降

の
開
所
日
初
日
に
午
後
７
時
ま
で
相
談

料
の
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
納
付

書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限
（
平
成
26
年

３
月
31
日
）
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
使
用
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な

か
っ
た
方
が
、
平
成
26
年
４
月
以
降
に

納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
新
た
な
加

算
額
に
よ
る
納
付
書
を
発
行
し
ま
す
の
で

「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま

た
は
コ
ザ
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
ご
注
意
】

平
成
16
年
３
月
以
前
の
後
納
保
険
料

は
、
10
年
を
超
え
る
た
め
平
成
26
年
４
月

以
降
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

後
納
保
険
料
の
納
付
書
の

「
使
用
期
限
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い

後
納
制
度
の
申
込
み
・
納
付
書

の
再
発
行
の
お
問
合
せ
は

を
お
受
け
し
ま
す
。

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）　

12
月

29
日
〜
１
月
３
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定
電
話

か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は
全
国
ど
こ

か
ら
で
も
、
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

た
だ
し
、
一
般
の
固
定
電
話
以
外
（
携

帯
電
話
等
）
か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合

は
、
通
常
の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

 

※
「
０
３
－
６
７
３
１
－
２
０
１
５
」
の

電
話
番
号
に
お
か
け
に
な
る
場
合
は
、

通
常
の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。 

※
「
０
５
７
０
」
の
最
初
の
「
０
」
を
省

略
し
た
り
、
市
外
局
番
を
つ
け
て
間
違

い
電
話
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
か
け
間
違
い
に

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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長
寿
の
島
？
沖
縄
の
現
状

食
生
活
改
善
レ
シ
ピ
紹
介

長
寿
お
ば
あ
の
健
康
の
秘
訣
は
？

沖
縄
の
食
生
活
の
実
態
は
・・・

健康支援課
1973－3209

保健活動
一口メモ

沖
縄
県
の
平
均
寿
命
（
平
成
25
年
に
発

表
さ
れ
た
２
０
１
０
年
都
道
府
県
別
平
均

寿
命
）
が
全
国
で
女
性
３
位
、
男
性
30
位

と
い
う
報
道
は
、
み
な
さ
ん
の
耳
に
新
し

い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
65
歳
未
満
の
死
亡
率

全
国
１
位
・
肥
満
県
全
国
１
位
と
い
う
現

状
が
あ
り
ま
す
。

う
る
ま
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で

は
、
も
う
一
度
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
で
あ
っ
た
、

か
つ
て
の
伝
統
的
食
文
化
の
普
及
・
継
承
を

す
べ
く
、
地
場
産
物
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
た
琉
球
料
理
の
開
発
に
取
り
組
み
、
一
般

市
民
へ
食
生
活
の
改
善
・
意
識
向
上
へ
の
動

機
づ
け
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

う
る
ま
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
に

よ
る
『
う
ち
な
〜
料
理
レ
シ
ピ
集
』
は
う

る
ま
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.urum

a.lg.jp/D
A
T/

LIB
/W
EB
/1/resipisyokkai2013.pdf

国
は
、
成
人
の
１
日
に
食
べ
る
野
菜
の

目
標
量
は
『
３
５
０
ｇ
以
上
』
と
し
て
い

ま
す
。
緑
黄
色
野
菜
（
１
５
０
ｇ
）
で
両

手
１
杯
分　

そ
の
他
淡
色
野
菜
（
２
０
０

ｇ
）・
海
藻
・
き
の
こ
・
こ
ん
に
ゃ
く
は
両

手
２
杯
分
が
目
安
で
す
。

健
康
長
寿
を
築
い
た
昔
の
沖
縄
の
お
ば

あ
達
の
食
生
活
は
、
か
ず
ら
（
芋
葉
）、
ハ

ン
ダ
マ
、
ウ
ン
チ
ェ
ー
な

ど
食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン

類
を
多
く
含
む
野
菜
を
、

汁
ご
と
た
べ
れ
る
よ
う
な

料
理
や
海
藻
と
の
組
み
合

わ
せ
料
理
で
上
手
に
摂
取

し
て
い
ま
し
た
。（
三
枚
肉

な
ど
の
行
事
食
は
、
日
常

に
不
足
す
る
栄
養
素
を
補

充
す
る
も
の
で
し
た
。）

緑
黄
色
野
菜
に
含
ま
れ

る
栄
養
素
の
う
ち
傷
つ
い

た
細
胞
を
修
復
す
る
ビ
タ

ミ
ン
類
や
余
分
な
糖
や
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
排
泄
す

る
食
物
繊
維
の
役
割
が
大

き
い
の
で
す
。

沖
縄
県
は
戦
後
の
米
軍
占
領
下
で
50
年

前
か
ら
（
他
県
よ
り
20
年
早
く
先
駆
け
て
）

欧
米
食
が
定
着
。
昔
は
琉
球
野
菜
や
イ
モ

類
を
中
心
と
し
た
食
事
で
し
た
が
、
米
軍

占
領
下
で
ポ
ー
ク
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
等
の

欧
米
の
食
文
化
が
入
っ
て
く
る
と
、
沖
縄

県
の
食
事
が
脂
の
多
い
も
の
へ
一
変
し
ま
し

た
。
日
本
人
は
欧
米
人
に
比
べ
て
、
肝
臓

に
脂
肪
を
蓄
積
し
や
す
く
、
糖
尿
病
に
も

な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
を
食
べ
て
も
日
本
人

は
欧
米
人
よ
り
身
体
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大

き
い
も
の
で
す
。

図
１
に
あ
る
よ
う
に
国
民
健
康
栄
養
調

査
か
ら
は
、
沖
縄
県
は
食
事
中
の
脂
質
比

率
が
全
国
１
位
。（
特
に
若
い
世
代
に
顕
著
）

肉
類
の
摂
取
も
１
位
に
対
し
、
緑
黄
色
野

菜
の
摂
取
量
は
35
位
。
そ
の
他
の
野
菜
や

魚
介
類
も
最
下
位
。
ま
た
夜
型
社
会
や
、

車
社
会
で
運
動
不
足
と
く
れ
ば
、
肥
満
が

多
い
現
状
が
分
か
り
ま
す
。

うるま市　食生活改善推進員が、
あなたの健康を応援しています!  

長寿復活作戦！
～あんだうとぅち
んかしむどぅら～

図１：沖縄の食生活の実態
（～厚生労働省H18～ 22年　国民健康・栄養調査より～）

①食事の中の脂質の割合　　全国１位

　肉類の摂取　全国１位　なのに！！
②緑黄色野菜は　３５位　　　その他の野菜　最下位！！　
③魚介類も　最下位！！   青魚に多く含まれる、ＤＨＡ・ＥＰＡは
中性脂肪を下げるが、食べなければ・・・
④果実、豆類、いも類、米類、　最下位～４５位！！
※そのためビタミンＣ、ビタミンＢ１、ビタミンＢ２、鉄、カルシウムは、
全国で最下位！！

　　ほとんどの栄養素が、1日の必要量を満たしていない。

・三枚肉（2枚）入り沖縄そば
　脂質の量：58.0ｇ

・簡単な和定食
　脂質の量：5.7ｇ

約大さじ
5杯分

約大さじ
1/2杯分

カンダバーと
　トマトの酢みそ和え

食物繊維が豊富で栄養的にも
優れたカンダバーをワシテェー
ならんど～☆

j
j
j
j
j
j
j
j

j
j
j
j
j
j
j
j
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Q
65
歳
に
な
り
介
護
保
険
料
の
納
付
書

が
届
き
ま
し
た
。
介
護
保
険
は
医
療

保
険
で
既
に
支
払
っ
て
い
ま
す
が
、
重

複
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

A
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
方
）
は
、
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
の
保
険
料
と
あ
わ
せ
て
、
65
歳

を
迎
え
る
前
月
ま
で
の
分
を
納
付
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
介
護
保

険
料
の
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
の

は
65
歳
に
な
っ
た
月
分
か
ら
の
た
め
重

複
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
介
護
保
険
料
は
、
一
生
払
い
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
か
？
ま
た
、

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
つ

も
り
が
な
い
場
合
で
も
、
介
護
保
険
料

は
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す

か
？

A
介
護
保
険
制
度
は
、「
介
護
」
を
社
会

全
体
で
支
え
、
助
け
合
う
制
度
で
す
。

そ
の
た
め
、
保
険
料
は
生
涯
お
支
払
い

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

現
在
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
つ
も
り
が
な
い
方
に
も
お
支
払
い

い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

Q
介
護
保
険
料
を
支
払
え
ば
、
誰
で
も

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
の
で
す

か
？

A
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

は
、
介
護
度
を
決
め
る
た
め
の
認
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Q
介
護
保
険
料
は
、
今
後
毎
年
度
同
じ

額
を
納
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
す

か
？

A
介
護
保
険
料
は
、
3
年
ご
と
に
見
直

し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
介
護
保
険
料
は
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
介
護
給
付
費
必

要
額
を
も
と
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
介
護
保
険
料
は
前
年
の
所
得
や
市

民
税
の
課
税
状
況
、
4
月
1
日
の
世
帯

状
況
に
よ
り
保
険
料
額
の
段
階
を
決
定

し
て
い
ま
す
。所
得
等
に
変
更
が
あ
り
、

段
階
が
変
わ
れ
ば
、
納
め
て
い
た
だ
く

保
険
料
額
も
変
更
に
な
り
ま
す
。

Q
介
護
保
険
料
は
、
特
別
徴
収
（
年
金

天
引
き
）
か
普
通
徴
収
（
納
付
書
払

い
や
口
座
振
替
）
か
、
選
択
で
き
ま
す

か
？

A
保
険
料
を
い
た
だ
く
方
法
は
介
護
保

険
法
に
規
定
が
あ
り
、
年
金
か
ら
の

差
し
引
き
（
特
別
徴
収
）
が
第
一
順
位

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
齢
の

方
が
金
融
機
関
等
で
納
付
す
る
手
間
を

省
く
と
と
も
に
、
収
納
関
係
経
費
を
抑

え
、
確
実
な
収
納
を
行
う
た
め
に
法
律

で
決
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
納
付
方
法

を
ご
自
身
の
希
望
に
よ
り
選
択
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
く
だ
さ

い
。

Q
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
に

亡
く
な
っ
た
け
れ
ど
、
こ
れ
ま
で
納

め
た
保
険
料
は
返
っ
て
き
ま
す
か
？

A
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
、
地
域

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ま
か
な
う
大
切

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
に
亡

く
な
っ
た
場
合
で
も
、
保
険
料
を
お
返

し
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
助
け
合

い
の
精
神
に
基
づ
く
社
会
保
険
の
仕
組

み
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

Q
納
付
は
義
務
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、

本
人
が
支
払
わ
な
い
場
合
に
も
納
付

義
務
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

A
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
の
介
護

に
あ
た
る
ご
家
族
の
身
体
的
・
時
間

的
・
経
済
的
な
負
担
を
社
会
で
支
え
る

仕
組
み
で
す
。
被
保
険
者
本
人
に
は
保

険
料
の
納
付
義
務
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

配
偶
者
や
世
帯
主
に
も
連
帯
納
付
義
務

が
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
人

死
亡
の
後
は
、
相
続
に
よ
っ
て
保
険
料

の
債
務
も
承
継
さ
れ
ま
す
。

【お問い合わせ】

うるま市福祉部
　介護長寿課
　介護管理係
☎９７３-３２０８

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
介
護
保
険
料

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
介
護
保
険
料
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ひ
と
り
親
家
庭
の
母
及
び
父
が
、
看
護
師

や
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
取
得
の
た
め
に

２
年
以
上
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
に
、

修
学
期
間
中
の
生
活
の
不
安
を
解
消
し
、
安

定
し
た
修
学
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に
、「
高

等
技
能
訓
練
促
進
費
」
を
、
ま
た
、
卒
業
後

に
「
入
学
支
援
修
了
一
時
金
」
を
予
算
の
範

囲
内
で
支
給
し
ま
す
。

平
成
25
年
４
月
入
学
生
か
ら
父
子
家
庭
の

父
も
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

う
る
ま
市
在
住
の
20
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
す
る
母
子
及
び
父
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父

で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
か
、
又
は

同
等
の
所
得
水
準
に
あ
る
方

・
養
成
機
関
に
お
い
て
２
年
以
上
の
教
育
課

程
を
修
業
し
、
対
象
資
格
の
取
得
が
見
込

ま
れ
る
方

・
就
業
（
又
は
育
児
）
と
修
学
の
両
立
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
方

・
過
去
に
本
事
業
に
よ
る
給
付
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
方

【
対
象
資
格
】

看
護
師
（
准
看
護
師
）・
介
護
福
祉
士
・
保

育
士
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
そ
の

他
市
長
が
認
め
る
資
格

【
支
給
期
間
】

修
学
期
間
の
全
期
間（
上
限
２
年
）と
す
る
。

《
修
学
期
間
が
３
年
の
場
合
は
、
母
子
寡
婦

福
祉
貸
付
金
の
貸
付
制
度
も
あ
り
ま
す
》

【
申
請
期
間
】

平
成
26
年
４
月
１
日（
火
）〜

　
　
　
　

４
月
15
日（
火
）

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
母
子
家

庭
に
対
し
て
、民
間
ア
パ
ー
ト
等
を
借
上
げ
、

地
域
の
中
で
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、「
う
る
ま
市
母
子
家
庭
生
活
支
援
モ
デ
ル

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
支
援
者
】

子
ど
も
の
生
活
環
境
を
中
心
に
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
母
子
家
庭
で
、
以
下
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
方

①
市
内
に
住
所
（
原
則
３
ヶ
月
以
上
）
が
あ

り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
こ
と
。

②
18
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
こ
と
。

③
支
援
期
間
内
（
原
則
１
年
）
に
自
立
に
向

け
た
具
体
的
な
目
標
及
び
意
欲
の
あ
る
方
。

〈
優
先
さ
れ
る
方
〉

児
童
が
３
人
以
上
い
る
方
、
ま
た
は
１
才

未
満
の
乳
児
が
い
る
方
。

※
生
活
保
護
法
の
住
宅
扶
助
を
受
け
て
い
る

方
や
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
方
は
支

援
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

【
支
援
内
容
】　

住
宅
支
援
（
※
①
）、
生
活
、
子
育
て
、
就

労
な
ど
、
総
合
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
支
援
期
間
】

原
則
１
年
で
す
が
、
必
要
と
認
め
た
場
合

は
延
長
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
対
象
世
帯
数
】

概
ね
10
世
帯
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
支
援

対
象
母
子
家
庭
が
10
世
帯
を
超
え
た
場
合
は

支
援
が
出
来
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
①
「
住
宅
支
援
」
と
は
、拠
点
事
務
所
「
マ

ザ
ー
ズ
ス
ク
ウ
エ
ア 

う
る
は
し 

」
の
あ

る
、
う
る
ま
市
み
ど
り
町
近
隣
地
域
に
借

り
上
げ
た
ア
パ
ー
ト
の
居
室
を
提
供
し
ま

す
。
そ
の
際
の
敷
金
・
礼
金
や
月
々
の
家

賃
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
月

の
生
活
費
（
食
費
、
光
熱
水
費
、
駐
車
場

代
な
ど
）
や
退
所
時
の
原
状
回
復
に
要
す

る
費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先
◆　

「
マ
ザ
ー
ズ
ス
ク
ウ
エ
ア 

う
る
は
し 

」

電
話
：
０
９
８
―
９
７
２
―
７
９
０
０

住
所
：
う
る
ま
市
み
ど
り
町
６
―
２
―
８

相
談
日
時

月
曜
日
〜
金
曜
日　

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

土
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

（
年
末
年
始
、
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
く
）

平
成
26
年
度
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
事
業　

[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[

支給額表

支給額表 訓練促進費 一時金

市民税
非課税世帯 100,000円/月 50,000円

市民税
課税世帯 70,500円/月 25,000円

平成26年3月31日までに修学を開始している方
も該当いたしますので、詳細は左記までお問い合
わせください。

【
事
前
相
談
】

訓
練
促
進
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。
現
在
修

学
中
の
方
、
ま
た
は
修
学
を
予
定
し
て
い
る
方

は
、
申
請
前
に
左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

児
童
家
庭
課　

母
子
係

　
　
　
　
　
　

☎
９
７
３
―
４
９
８
３

9　　　広報うるま 2014　３月号



児童扶養手当法の改正に伴い、平成22年８月１日から児童扶養手当が母子家庭の母に加え父子家庭の父にも支給
されるようになりました。

児童扶養手当を受給するためには、申請を行う必要がありますので、下記事項をご確認のうえ、お早
めにお問い合わせください。
※本制度の詳細を市ＨＰに掲載しておりますので、併せてご参照ください。

父子家庭の支給要件

次の①～⑤のいずれかに該当する児童（18歳に達する年度までの間にある者）について、父がその子どもを監護し、
かつ、生計を同じくしている場合に支給されます。

①父母が婚姻を解消した児童
②母が死亡した児童
③母が一定程度の障害の状態にある児童
④母の生死が明らかでない児童
⑤その他（母が１年以上遺棄している児童、母が１年以上拘禁されている児童等）

※上記の要件に該当していても、公的年金を受けている場合や事実婚の状態であるとき等、
認定できない場合もありますので窓口でご相談ください。

手当額（月額）

支給の制限

本人及び家族（同居する親、兄弟等）の所得が限度額を超えた場合は支給停止となる場合があります。（限度額は
扶養親族の数等により異なります。）

母子及び父子家庭等医療費助成制度について

本制度は、ひとり親家庭等の生活の安定と自立を支援し、ひとり親家庭等の福祉の増進を図ることを目的に、医
療費の一部を助成(払い戻し)する制度です。
この制度を受給するためには、児童扶養手当の認定時に申請が必要です。また、公的年金受給のため、児童扶養
手当の受給資格がない方においても、本制度を受給できる場合がありますので、お問い合わせください。

【お問い合わせ】うるま市役所本庁２階　児童家庭課窓口　☎９７３－４９８３

給支部一給支部全

児童が１人の場合 月額　４１，０２０円 月額　４１，０１０円～９，６８０円

２人目 上記の金額に５，０００円加算

３人目以降 上記の金額に１人につき３，０００円加算

※一部支給額は所得額に応じて決定されます。
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平成26年度貸費生募集に併せ、以下の２つの事業を新たに導入しました！

・海外留学支援制度　 New
・大学院生への貸費制度 　New
【受付期間】
平成26年４月１日（火）～４月30日（水）　※土曜日・日曜日・祝祭日を除く

【採用予定数及び貸費月額】

採用予定数 種　　別 貸費月額

若干名

県外大学・大学院・短期大学・専修学校・大学校 5万円

県内大学・大学院・短期大学・専修学校・大学校 3万円

県外高等専門学校　１～３年次
　　　　　　　　　４、５年次・専攻科１、2年次

3万円
5万円

県内高等専門学校　１～ 3年次
　　　　　　　　　４、５年次・専攻科１、2年次

1万5千円
3万円

県内高等学校（市内島しょ地域出身高校生に限る） 1万5千円

海外大学・大学院・短期大学
4、5、6万円の中から
貸費生が選択する

【応募資格】
①本人又は保護者が本市に住所を１年以上有し、
上記の各学校に在学中の者。
②直近の成績評定平均が３．５以上であること
【提出書類】
①貸費申請書
②学校からの推薦書
③直近１年の成績証明書
↓④～⑦は平成26年4月1日以降発行に限る
④在学証明書
⑤住民票謄本
⑥平成25年度所得・課税証明
⑦平成26年度資産税公課証明
⑧80円切手2枚（採否通知用）
【募集要項】
募集要項は以下の窓口で受け取りできます。
市役所本庁舎：総合案内窓口（１F）
石川庁舎　　：市民課窓口（１F）
与那城庁舎　：市民課窓口（１F）
勝連庁舎　　：総務課窓口（２F）
また、うるま市HPからもダウンロードすること
ができます。

【提出先・お問い合わせ先】
うるま市教育委員会　総務課　育英会担当

住　所：うるま市勝連平安名3032
ＴＥＬ：０９８－９７８－２２０１
ＦＡＸ：０９８－９７８－２７４５

平成10年から実施された国費留学事業
の一期生として私は1年間アメリカへ留学す
る機会を得ました。派遣された地域は、アリ
ゾナ州にあるかつてネイティブ・アメリカンの
保留地であった場所で、現在でも現地の言
語を使って話す人が多いナバホ族という種
族の中で生活をしました。
留学中は、言語の習得だけでなくアメリカの様々な土地を訪

れ、多くの体験をする機会に恵まれ、いろいろなことを考えさ
せられました。私自身の中で、｢私は沖縄人である」というア
イデンティティが確立されのもこの時期であったと今、振り返っ
て思います。また、向こうではこれまでにないほど両親への感
謝の思いがありました。
この留学の経験が、その後の私の人生の糧となり、支えとな

りましたし、間違いなく今の私の生活にも影響し続けています。
現在、私はうるま市役所に勤務しておりますが、働いていく

中で、国費で留学するという経験をさせてもらった恩返しができ
ればと考えています。
今回、うるま市育英会の奨学生の対象が ｢大学院｣ 及び ｢

海外留学生｣ へも枠が広げられたと聞き、大変嬉しく思います。
世の中には、自分の感覚で実際に見てみないとわからないこと
が多く存在すると思います。今後、海外への留学をお考えの皆
さま、どうぞいろいろな制度を活用されて、計画を実現してはい
かがでしょうか。皆さまが、ご自身でなくては味わえない多くの貴
重な体験をされることを願っています。一度きりの人生ですから。

【前徳 薫さん】
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うるま市国民健康保険に加入されている方へ
平成２６年度から

保険証がうぐいす色からコスモス色へ変わります！
けんこうくん あんしんちゃん

お問い合わせ：うるま市役所　国民健康保険課 保険証/高額医療に関するお問い合わせ ……☎098-973-3202
特定健診に関するお問い合わせ ……………☎098-973-3177

◆3月から保険証の切り替えが始まります
平成26年2月28日までに国保税を全額完納した世帯は保険証が郵送されますが、下記の場合は国民健康保険課窓口で
の切り替えが必要です。3月末は大変混雑しますので、早めの来所をお願いします。
窓口切り替え対象世帯
①国保税に未納がある世帯　②基地内に住所がある世帯
③郵便局へ転送届を出している世帯　④住所の異動等で手続きの必要がある世帯

窓口切り替えする際に必要なもの
・現在お持ちの保険証　・身分証（運転免許証、住民基本台帳カード等）
・委任状（別世帯の方が代理で手続きをする場合は委任状が必要です。）
・国保税の領収書（平成26年3月1日以降に納付した場合、その領収書を持参してください。）
・在学・在園証明書（今年の3月以降に学校や施設入所のため住所を市外へ移される方で、遠隔地保険が必要な世帯）

現在お持ちの保険証は平成26年３月31日で期限が切れます。切り替えの手続きをせず、期限切れのまま医療
機関で受診すると全額自己負担となりますのでご注意ください。

国保税の納付が困難な方は、国保課窓口での納付相談等を受け付けておりますのでご利用下さい。

切り替え期間　場所　うるま市役所　国民健康保険課　本庁、石川、与那城、勝連庁舎
とき　平成26年３月３日（月）から平成26年３月31日（月）まで（土日祝祭日は除く）
　　　午前８時30分から午後5時15分まで　※毎週木曜日は午後８時まで（本庁のみ)

・保険証の有効期限をご確認ください！
有効期限が年度途中で切れている方は、75歳到達により、国民
健康保険から後期高齢者医療制度へ移行する方です。

・70歳から74歳までの方に高齢受給者証の記載があります。（対
象でない方は空白となります。）
平成26年3月中に新しい被保険者証兼高齢受給者証を受理した
方は、高齢受給者証の発効期日が平成26年4月1日になってい
ます。平成26年3月中に医療機関等を受診する際には、現在お
持ちのうぐいす色の被保険者証兼高齢受給者を捨てずにお使
い下さい。ただし、負担割合に変更等がある方は、差し替え
が必要になる場合があります。

・40歳から74歳までの方に、特定健診受
診日記入欄を設けています。（対象でな
い方は空白となります。）特定健診を
受けた日は、健診を受けた医療機関で
記入してもらいましょう。

※特定健診を受ける際には保険証に加えて
「特定健康診査受診券」が必要です。
なお、「特定健康診査受診券」は40歳以上の
国民健康保険加入者の皆様へ4月末頃に郵
送する予定です。詳しくは国民健康保険課
事業係までお問い合わせください。 〈特定健康診査受診券　見本〉

国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証
保険証見本

◆保険証カードは二つ折りなので、半分から切ら
ないようにお願いします。
◆保険証カードケースをうるま市役所（本庁・石
川支所・与那城支所・勝連支所）にて無料配布
しておりますので、ご自由にお受け取りにいら
してください。

新しい保険証について
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『ハンドメイドポップアップの本 
世界でひとつ、飛びだすカードの作りかた』

HIROKO　著　酒井景都　物語
情報センター出版局（所蔵館：中央館）

中央図書館　☎098-974-1112
石川図書館　☎098-964-5166
勝連図書館　☎098-978-4321

今月のおすすめ資料今月のおすすめ資料
図書館では、毎月テーマ別に特集を組んでたくさんの
資料を展示・紹介しています（おすすめ資料）。

★ 今月のテーマはこれ！ ★

中央館　春スタート （一般）
 うさこちゃん　日本にきて50年！（児童）

石川館　最近の沖縄本 （一般）
 バイバイ、またね。 （児童）

勝連館　ぽかぽか　春の絵本
☆館内利用者用コンピュータ端末およびホームページからもご覧になれます。

・毎週月曜日
・３月２１日（金）　春分の日
・３月３０日（日）　館内整理日

行事案内（3月中旬～4月初旬）
行　事 日　時 サークル名等

石　

川
おはなしワールド 毎月第３土曜日

午前10時30分～ コスモスの会

勝　

連

おはなし会 毎週金曜日
午前10時30分～ ラビット

あかちゃんのための
おはなし会

毎月第３水曜日
午前11時～ すだち

『足と靴の科学』
アシックススポーツ工学研究所 編著　西

にし

脇
わき

剛
つよ

史
し

 監修／日刊工業新聞社

履いた人がパフォーマンスを最大限に発揮できるよう、1足の靴には最
先端のテクノロジーが詰め込まれています。足に関する知識とあわせて足
の動きをサポートする靴を解説します。

『靴づくりの文化史   日本の靴と職人』
稲
いな

川
がわ

實
みのる

・山
やま

本
もと

芳
よし

美
み

　著／現代書館

靴からみる日本の近現代と靴づくりの魅力を紹介した
本です。世界の靴づくりとの繫がりや、靴職人の実態に迫っ
ています。

『蛙のゴム靴』
宮
みや

沢
ざわ

賢
けん

治
じ

　作　　松
まつ

成
なり

真
ま

理
り

子
こ

　絵／三起商行

なかよく雲見をしていた3匹の蛙たちは、人間界で流行しているというゴ
ム靴をめぐって仲違いして…。どこかおかし味が醸し出される蛙たちの話を、
味わい深い水彩画で描いた本です。

☆借りた資料は中央館・石川館・勝連館、どの図書館でも返却できます。
☆図書館にない本は、リクエストすることができます。

読み聞かせにこの１冊!!読み聞かせにこの１冊!!

絵本の世界へご招待

ぼくはきみがコップに注いだ牛乳。きみはぼ
くが好き。ぼくもきみが好き。ぼくはきみに飲
まれてしまっても、きみの中にいるよ…。自分
について考えるきっかけとなる絵本です。

『ぼくは』
藤野可織　作　　高畠純　絵　　フレーベル館

（所蔵：中央館）

開くと飛び出し、閉じると平らに戻っていく不思議な
ポップアップカード。そんなポップ
アップカードを作る方法を紹介して
いるのがこの本です。観覧車やヴァ
イオリンなど繊細で可愛い作品が多
数紹介されています。その中からメ
リーゴーランドを作ってみました。

（うるま市在住：Ｋさん作品）

（一般書）所蔵館 中央館・石川館

（一般書）所蔵館 中央館

（児童書）所蔵館 勝連館

うるま市立図書館ホームページhttp://www.library.city.uruma.lg.jp/うるま市立図書館ホームページhttp://www.library.city.uruma.lg.jp/

実は健康にも深く関わっているという靴。今回は靴に
まつわる３冊の本を集めました。旅立ちの季節にお気に
入りの１足を見つけてみませんか？

図 書 館

休 館 日

返し忘れはありませんか？返し忘れはありませんか？
ご自宅に返却期限が過ぎた図書館の本・ビデオ・CDなどはあ
りませんか？返却期限を守り、早めに返すようにしましょう。
図書館が閉まっているときは、ブックポストに返却できます（た
だし、紙芝居やDVD・ビデオ・CD・カセットテープの資料は破
損の恐れがありますので、カウンターでの返却をお願いします）

新しい靴で外に出よう！新しい靴で外に出よう！

:貸出期間内の資料であれば、１回に限り、受付当日か
ら２週間貸出期間を延長することができます。カウンター
または電話で手続きをしてください。パスワード登録をさ
れている方は、ホームページからも手続きをすることがで
きます。ただし、返却日を過ぎた資料や他の方が予約をさ
れている資料、市外の図書館から借りた資料は貸出の延長
ができませんのでご了承ください。

:今借りている本の貸出を延長する
ことはできますか？

13　　　広報うるま 2014　３月号



i n f o r m a t i o n

お　

知　

ら　

せ

市
民
税
課 

☎
９
７
３
―
５
３
８
２

①
軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
抹
消
及
び
名
義

変
更
の
手
続
き
は
お
済
で
す
か
？

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
人
に
譲
っ
た
り
、

解
体
し
た
り
、
盗
難
に
遭
っ
た
車
両
も
届
け

出
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
１
年
分
の
軽
自
動
車

税
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
車

両
の
抹
消
及
び
名
義
変
更
の
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
平
成
26
年
３
月
31
日（
月
）

②
う
る
ま
市
地
震
津
波
避
難
訓
練
の

報
告
に
つ
い
て

平
成
25
年
11
月
5
日
に
実
施
し
た
避
難
訓

練
の
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

基
地
対
策
課 

☎
９
７
３
―
５
０
２
９

基
地
内
立
ち
入
り
申
請
は
お
早
め
に

市
内
に
所
在
す
る
米
軍
施
設
・
区
域
へ
清
明

や
墓
参
り
の
為
、
立
入
り
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
４
月
は
清
明
祭
に

よ
り
多
数
の
申
請
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

早
目
に
申
請
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
請
締
切
】

①
ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ

②
キ
ャ
ン
プ
・
コ
ー
ト
ニ
ー
及
び
キ
ャ
ン
プ
・

マ
ク
ト
リ
ア
ス
（
市
内
在
住
者
の
み
）

※
休
日
・
祝
祭
日
を
除
く
、
立
入
日
の
14
日

前
ま
で

【
申
請
に
必
要
な
事
項
】

①
立
入
者
の
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先

②
立
入
日
及
び
立
入
時
間

③
立
入
り
の
際
に
使
用
す
る
車
両
番
号
等

（
ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
は
車
検
満
了
日
も
必

要
で
す
。）

総
務
課 

☎
９
７
３
―
０
６
０
６

①
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

う
る
ま
市
で
は
、
各
自
治
会
毎
に
、「
自
主

防
災
組
織
」
の
結
成
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
と
は
、
災
害
対
策
基
本
法

に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
地
域
住
民
に
よ

る
任
意
の
防
災
組
織
で
す
。

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
行
政
等

の
職
員
も
被
災
す
る
た
め
、
公
的
機
関
に
よ
る

早
期
の
救
助
救
援
活
動
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
被
害
の
拡
大
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
個
人
の
力
（
自
助
）
は
も

と
よ
り
、
お
隣
近
所
が
互
い
に
助
け
合
う
地

域
力
（
共
助
）
が
必
要
で
す
。

現
在
、
市
内
に
は
、
63
自
治
会
中
13
自
治

会
で
自
主
防
災
組
織
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
よ
り
多
く
の
自
主
防
災
組
織
が

設
置
さ
れ
る
よ
う
各
自
治
会
等
と
連
携
し
、

組
織
の
結
成
や
資
機
材
購
入
の
助
成
及
び
組

織
の
活
動
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
防
災
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

車　種 手続き・お問い合わせ場所

・原動機付自転車
　（125cc以下のバイク）
・小型特殊自動車
・ミニカー

うるま市役所　市民税課
（本庁2階）

☎098－973－5382

・軽二輪
　（126～250ccのバイク）
・軽自動車

軽自動車協会
（浦添市港川500-7）
☎098－877－8274

・二輪小型自動車
　（251cc以上のバイク）

陸運事務所
（浦添市港川512-4）
☎050－5540－2091

ま
で
に
下
記
の
別
表
を
参
考
に
お
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
立
入
り
を
希
望
す
る
施
設
に
よ
っ
て
、
申

請
方
法
が
若
干
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

こ
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
防
災

係
及
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

◎
う
る
ま
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
防
災
情
報
↓ 

防
災
の
ペ
ー
ジ
へ
↓
新
着
情
報
「
平
成
25
年

度
う
る
ま
市
地
震
津
波
避
難
訓
練
の
結
果
に

つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

消費税法改正等のお知らせ
事業者の方へ

消費税（地方消費税を含む。）の税率が
平成26年４月１日から８％（※）になります。
※平成26年４月１日以後に行われる取引であっても、
　経過措置により旧税率が適用される場合があります。

詳しくは、国税庁ホームページでご確認ください。
沖縄税務署　☎９３８－００３１

消費者向けの価格表示については、税込価格を表
示（総額表示）することが義務付けられています
が、平成25年10月１日から平成29年３月31日ま
での間は、「現に表示する価格が税込価格である
と誤認されないための措置」を講じている場合に
限り、税込価格を表示しなくてもよいとする特例
が設けられました。

総額表示義務の特例が設けられています。

帳簿等において、課税取引を適用税率
ごとに区分しておく必要があります。

平成26年４月１日を含む課税期間の消費税及び
地方消費税の確定申告書を作成するためには・・・

広報うるま 2014　３月号　　　14



i n f o r m a t i o n

資
産
税
課 

☎
９
７
３
―
５
３
９
４

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

地
方
税
法
第
４
１
６
条
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
26
年
度
「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
を
次
の
と
お
り
納

税
者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

【
縦
覧
期
間
】４
月
１
日（
火
）〜
４
月
30
日（
水
）

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

【
縦
覧
場
所
】
資
産
税
課
（
本
庁
2
階
）

【
縦
覧
者
】

う
る
ま
市
内
に
土
地
・
家
屋
を
有
す
る
固

定
資
産
税
の
納
税
者
（
納
税
管
理
人
も
含

む
）、又
は
そ
の
代
理
人
（
委
任
状
が
必
要
）。

（
注
）縦
覧
者
は
印
鑑
及
び
本
人
確
認
の
た

め
の
納
税
通
知
書
、運
転
免
許
証
等
が
必
要
。

な
お
、
納
税
通
知
書
が
4
月
14
日
ま
で
に

届
い
て
い
な
い
方
は
、
資
産
税
課
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

消
防
本
部 

警
防
課 

☎
９
７
５
―
２
０
０
６

宝
く
じ
助
成
金
で
整
備
し
た
「
灯
光
器
・

発
電
機
」

平
成
25
年
12
月
に
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整

備
し
た
「
投
光
器
・
発
電
機
」
が
う
る
ま
市

消
防
団
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。 

災
害
時
に

お
い
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
た
際
、
投

光
器
と
発
電
機
の
実
用
性
は
非
常
に
高
い
と

思
料
さ
れ
ま
す
。

近
年
災
害
件
数
が
増
加
す
る
中
、
消
防
団

員
の
活
動
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
、
当
該
資

商
工
観
光
課 

☎
９
６
５
―
５
６
３
４

「
着
信
御
礼
！
ケ
ー
タ
イ
大
喜
利
全
国
ツ
ア
ー
in

沖
縄
」ラ
イ
ブ
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
実
施
に
つ
い
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局
と
う
る
ま
市
で
は
、

来
る
平
成
26
年
3
月
21
日
（
金・
祝
）
に
、「
着

信
御
礼
！
ケ
ー
タ
イ
大
喜
利　

全
国
ツ
ア
ー

in
沖
縄
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
番
組
は
、

お
な
じ
み
の
最
強
Ｍ
Ｃ　

今い
ま

田だ

耕こ
う

司じ

・
板い

た

尾お

創い
つ

路じ

・
千ち

原は
ら

ジ
ュ
ニ
ア
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
大
喜
利
の
投
稿
を
紹
介
す
る
視
聴
者
参

加
型
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
す
。
当
日
は
、

う
る
ま
市
石
川
会
館
で
の
収
録
に
合
わ
せ
て

宜
野
湾
の
沖
縄
国
際
映
画
祭
会
場
で
も
、
ラ

イ
ブ
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
お
こ
な
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局
Ｈ
Ｐ
】http://w

w
w
.

nhk.or.jp/okinaw
a/

【
Ｎ
Ｈ
Ｋ
携
帯
サ
イ
ト
】　

メ
ニ
ュ
ー
↓
Ｔ
Ｖ
↓
Ｎ
Ｈ
Ｋ
↓
地
域
↓
沖
縄

局
↓
イ
ベ
ン
ト

【
お
問
合
せ
】
Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局

☎
８
６
５
ー
２
２
２
２

（
土
日
祝
日
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
）

第
14
回
あ
や
は
し
海
中
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

４
月
６
日
（
日
）
う
る
ま
市
与
那
城

総
合
公
園
陸
上
競
技
場
に
て
「
第
14
回

あ
や
は
し
海
中
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
大
会
当
日
は
、
地
域

住
民
を
は
じ
め
ド
ラ
イ
バ
ー
や
沿
道
・

輸
送
関
係
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
大
会
役
員
の
指

示
、
案
内
標
識
等
に
従
っ
て
交
通
規
制

実
施
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
う
る
ま
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

第
12
回
定
期
演
奏
会

う
る
ま
市
民
芸
術
劇
場
附
属
う
る
ま
市

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
定
期
演
奏
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
演
奏
会
で
は
、、

「
威
風
堂
々
」（
エ
ル
ガ
ー
）、「
組
曲
惑
星
」

よ
り
火
星
・
木
星
（
グ
ス
タ
ー
ヴ
＝
ホ
ル
ス

②
市
民
芸
術
劇
場
の
受
付
日
の
変
更
に
つ
い
て

平
成
26
年
10
月
分
の
各
会
館
の
使
用
申
請

の
受
付
は
、
新
年
度
の
業
務
引
継
の
た
め
、

４
月
３
日（
木
）午
前
９
時
か
ら
に
な
り
ま
す
。

文
化
課 

☎
９
７
３
―
４
４
０
０

①
第
38
回
沖
展
選
抜
展

　

県
内
最
大
の
美
術
・
工
芸
公
募
展
「
沖
展
」

の
絵
画
・
彫
刻
・
書
道
な
ど
１
２
部
門
の
作

品
か
ら
、
会
員
・
準
会
員
作
品
、
入
賞
作
品
、

う
る
ま
市
の
入
選
作
品
を
選
抜
し
て
展
示
し

ま
す
。
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
観
覧
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
と
き
】
４
月
10
日（
木
）〜
16
日（
水
）　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
具
志
川
総
合
体
育
館

【
入
場
料
】
無
料

機
材
を
活
用
し
、
う
る
ま
市
の
防
災
体
制
も

さ
ら
に
強
固
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

大会当日、会場周辺は非常に混み合いますので、早めの会場入りをお願いいたします。

ト
）、「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
な
ど
を
佐さ

渡ど

山や
ま

安や
す

哉ち
か

氏
の
指
揮
で
演
奏
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
23
日（
日
）

午
後
２
時
30
分
開
場
（
午
後
３
時
開
演
）

【
場
所
】
う
る
ま
市
民
芸
術
劇
場　

響
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
大
人
５
０
０
円　

高
校
生
以
下
無
料

【
お
問
合
せ
】
う
る
ま
市
民
芸
術
劇
場

☎
９
７
３
ー
４
４
０
０

交通規制の御協力願い
第14回あやはし海中ロードレース大会開催の為、下記のとおり交通規制を実施いたします。

　　平成26年４月6日（日）
●うるま市与那城総合公園陸上競技場～海中道路入口交差点
（午前８時３０分から午後１時３０分まで全面通行止）
●海中道路入口交差点～浜比嘉大橋入口交差点
（午前８時３０分から午後１時３０分まで片側通行）
●浜比嘉大橋入口交差点～平宮折返し地点
（午前９時から午前１０時４５分まで全面通行止）
●浜比嘉大橋入口交差点～浜比嘉折返し地点
（午前９時から午前１１時１０分まで全面通行止）
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i n f o r m a t i o n

②
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
案
内
に

つ
い
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、
主
に
就
学

検
査
課 

☎
９
６
５
―
５
６
０
５

う
る
ま
市
内
に
本
社
を
有
す
る
会
社
の
入

札
参
加
資
格
の｢

主
要
業
種
変
更｣

及
び｢

希
望
業
種
追
加｣

の
申
請
受
付
に
つ
い
て

｢

主
要
業
種
変
更｣
及
び｢

希
望
業
種
追
加｣

の
申
請
資
格

①
う
る
ま
市
の
平
成
25
・
26
年
度
建
設
業
者
格

付
名
簿（
入
札
参
加
資
格
審
査
結
果
通
知
書

の
交
付
を
受
け
た
者
）に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
。

②
う
る
ま
市
に
本
社
を
有
す
る
者
。

③
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、建
設
業
許
可
及
び

経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
に
お
け
る

年
間
平
均
完
成
工
事
高
が
あ
る
こ
と
。た
だ

し
、等
級
別
で
登
録
さ
れ
る
業
種（
土
木
・
建

築
・
電
気
・
管
）に
つ
い
て
は
、年
間
平
均
完

成
工
事
高
が
５
０
０
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

※
留
意
点

受
付
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留

意
し
て
下
さ
い
。
資
料
等
の
配
布
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
申
請
の
際
に
は
変
更
届
と
し
て

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
建
設
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
完
成
工
事

高
を
調
べ
る
た
め
、
経
営
規
模
等
評
価
結

果
通
知
書
の
写
し
を
添
付
し
て
下
さ
い
。

主
要
業
種
等
変
更
の
申
請
で
既
に
登
録
が

あ
る
業
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
評
価

値(

Ｐ
点)

の
変
更
や
格
付
け
の
や
り
直
し

は
行
い
ま
せ
ん
。

②
測
量
及
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
委
託

に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
受
付

表
・
業
者
カ
ー
ド
（
県
様
式
）
及
び
業
務

委
託
経
歴
書
（
事
業
所
と
し
て
の
実
績
で

保
育
課 

☎
９
７
３
―
５
４
２
７

①
休
日
保
育
・
特
定
保
育
及
び
一
時
預

か
り
事
業
の
ご
案
内
に
つ
い
て

う
る
ま
市
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
休
日
保
育
・
特
定
保
育
及
び
一
時
預
か

り
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
実
施
園
】

休
日
保
育
（
ハ
ッ
ピ
ー
ネ
ス
保
育
園
）

特
定
保
育
（
ハ
ッ
ピ
ー
ネ
ス
保
育
園
、
に
じ
の

色
保
育
園
、
す
く
す
く
保
育
園
、
大
育
保
育
園
）

一
時
預
か
り
（
ハ
ッ
ピ
ー
ネ
ス
保
育
園
、
百

合
ヶ
丘
保
育
園
）

【
対
象
】
う
る
ま
市
に
住
所
を
有
す
る
就
学
前

児
童
が
対
象
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
保

育
課
又
は
事
業
実
施
園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
定
員
】
保
育
園
の
空
き
状
況
に
よ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
事
業
実
施
園
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
入
場
料
】
実
施
園
、
利
用
児
童
の
年
齢
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
事
業
実
施
園

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】

実
施
園
に
て
、
初
回
の
み
利
用
登
録
を
行
う
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
実
施
園
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://www.city.urum
a.lg.jp/2/1476.htm

l

障
が
い
福
祉
課 

☎
９
７
３
―
５
４
５
２

障
が
い
児
親
の
会

〝
ゆ
ん
た
く
広
場
〞開
催
し
て
ま
す
。

親
同
士
が
一
緒
に
活
動
し
関
わ
り
合
い
な
が

ら
、お
互
い
を
知
る
こ
と
や
同
じ
悩
み
を
持
っ

た
親
同
士
、同
じ
立
場
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
想

い
を
共
有
し
て
い
ま
す
。親
の
会
は
、昨
年
行
わ

れ
た「
に
こ
に
こ
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ（
障
が
い
児

フ
ェ
ス
タ
）」に
参
加
し
た
親
御
さ
ん
達
の
熱
き

想
い
が
実
り
、新
し
く
み
ど
り
町
児
童
セ
ン
タ
ー

と
な
か
き
す
児
童
セ
ン
タ
ー
に
発
足
し
ま
し
た
。

「
子
育
て
っ
て
大
変
だ
け
ど
楽
し
い
よ
ね
！
」っ

て
こ
と
を
気
づ
き
あ
え
る
交
流
の
場
で
す
。

【
と
き
】

み
ど
り
町
児
童
セ
ン
タ
ー（
え
ん
じ
ぇ
る
）　

第
２
水
曜
日　

☎
９
７
２
ー
６
２
０
０

い
し
か
わ
児
童
館
（
さ
く
ら
ん
ぼ
）

第
３
木
曜
日　

☎
９
６
４
ー
６
０
５
１

な
か
き
す
児
童
セ
ン
タ
ー（
ひ
だ
ま
り
）　

第
２
金
曜
日　

☎
９
７
４
ー
１
３
０
９

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
12
時
ま
で

【
と
こ
ろ
】
各
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
、
学

童
ク
ラ
ブ
室

【
対
象
】
子
育
て
中
の
親

【
参
加
費
】
１
０
０
円

受　

付

・

募　

集

作
成
）、
事
務
所
登
録
等
、
営
業
に
関
し
法

律
上
必
要
な
証
明
書
等
の
書
類
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
３
月
３
日（
月
）か
ら
３
月
26
日

（
水
）（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

【
受
付
場
所
】

う
る
ま
市
石
川
庁
舎
2
階　

都
市
計
画
部　

検
査
課
窓
口

前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
や
妊
婦

さ
ん
な
ど
、
育
児
に
関
わ
る
す
べ
て
の
方
々

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
で
す
。
う

る
ま
市
に
は
８
ヵ
所
の
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
よ
！

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
】
就
学
前
児
童
と
そ
の
保
護
者
、
こ
れ

か
ら
子
育
て
を
行
う
妊
娠
中
の
方
等

【
利
用
料
】無
料（
た
だ
し
、行
事
等
へ
参
加
す

る
場
合
、実
費
を
徴
収
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。）

【
申
込
方
法
】
実
施
園
に
て
、
初
回
の
み
利
用

登
録
を
行
い
ま
す
。
※
詳
細
に
つ
い
て
は
、

実
施
園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

センター名 住所 電話
うるま市地域子育て支援センター 字安慶名251（安慶名保育所内） 972-3847

すこやかクラブ 字赤野1391-1（すこやか保育園内） 973-1379

にこにこ広場 字大田757（百合ヶ丘保育園内） 973-6645

きらら☆クラブ 字栄野比357-4（あかるい子保育園内） 972-4358

ひまわりルーム みどり町2-22-22（ひまわりっ童保育園内） 974-4611

ゆいゆいクラブ 石川2287-4（大育保育園内） 964-2744

むぎわら帽子 石川曙3-3-10（むぎの子保育園内） 965-0997

すくすく広場 字兼箇段1171（すくすく保育園内） 975-1166

かなさ広場 勝連平敷屋198-1（かなさ保育園内） 978-4538

【
申
込
方
法
】
各
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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i n f o r m a t i o n

②
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

【
と
き
】
３
月
15
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
12
時
30
分
ま
で

※
雨
天
中
止　

【
場
所
】

い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館
正
面
駐
車
場

【
出
店
料
】

１
ブ
ー
ス
（
駐
車
ス
ペ
ー
ス
２
台
分
）

５
０
０
円

【
定
員
】
24
組
（
先
着
順
）

出
店
申
込
随
時
受
付
可
。
定
員
に
達
し
次

第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
じ
ん
ぶ
ん
館
管
理
室

☎
９
８
２
ー
４
１
４
０

文
化
課 

☎
９
７
３
―
４
４
０
０

「
で
い
ご
村
か
ら
」
演
劇
公
演

（
財
団
法
人
地
域
創
造
助
成
う
る
ま
市
民
芸

術
劇
場
20
年
記
念
劇
場
祭
）

戦
争
へ
の
怒
り
、
平
和
へ
の
祈
り
を
描
い

た
演
劇
作
品
で
す
。

【
と
き
】
４
月
20
日（
日
）

開
場
午
後
６
時　

開
演
午
後
６
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
民
芸
術
劇
場　

響
き
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
一　

般　

２
，
５
０
０
円

小
中
高
生　

１
，
５
０
０
円

（
当
日
は
５
０
０
円
増
）

【
チ
ケ
ッ
ト
・
お
問
い
合
わ
せ
】

う
る
ま
市
民
芸
術
劇
場

☎
９
７
３
ー
４
４
０
０

企
業
立
地
雇
用
推
進
課

①
う
る
ま
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
初
級
受
講
者
募
集

〜
中
高
年
の
生
活
に
役
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
入
門
〜

【
と　

き
】
４
月
８
日
〜
６
月
24
日　

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
12
時

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

【
対
象
】
55
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

【
受
講
料
】
７
，
５
０
０
円
（
３
ヶ
月
分
）

【
教
材
費
】
１
，
０
５
０
円

【
受
付
日
時
】
３
月
18
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
12
時
（
先
着
順
）

「
じ
ん
ぶ
ん
館
」 

ロ
ビ
ー　

うるま市民無料相談所の開設についてうるま市民無料相談所の開設について
①市民無料法律相談
【と　き】３月13日（第２木曜日）　午後２時～午後４時
【ところ】石川庁舎（１階市民相談室）
【予約券配布場所】石川庁舎1階市民課前市民ロビー
【予約券配布時間】午前9時予約券配布開始

【と　き】３月27日（第４木曜日）　　午後２時～午後４時
【ところ】本庁（１階市民相談室）
【予約券配布場所】本庁舎２階市民生活課
【予約券配布時間】午前9時予約券配布開始

※法律相談を受けることができるのは先着８名までです。
※予約券を午前9時から配布いたしますが、9時時点でお客様が8名以
上並んで待機している場合がありますので、お早めに予約券配布場
所へお越しくださいますようお願いいたします。

※午後1時に、予約券を順番カードと引換え致します。
※電話での予約は受付けておりませんのでご了承ください。

②行政相談
国、県、市、特殊法人等の各種手続きに関し、意見・要望等の相談

を行います。
【と　き】 ３月20日（木）午前10時～午後４時（正午～午後1時除く）
【ところ】 与那城庁舎　3階　第３会議室
③人権週間相談
近隣のトラブル、家庭内のもめごと、いじめ、体罰等の人権に関
する相談を各庁舎一斉に行います。
【と　き】 ３月20日（木）午前10時～午後４時

（正午～午後１時を除く）
【ところ】 与那城庁舎　3階　第３会議室
④消費者相談
消費生活に関する商品やサービスの契約トラブル（悪質商法、架
空請求、多重債務等）の相談を行います。
【と　き】毎週水曜日 午前10時～午後4時（正午～午後1時除く）
【ところ】市役所本庁１階市民相談室
※消費者相談は沖縄県県民生活センター（☎863-9214）でも平日相談
可能です。

【問い合わせ】：①～④市民生活課　☎９７３－５４８７
⑤こどもＳＯＳ相談メール　
子ども本人からの悩み相談や子育て中の親などから子育てに関する
悩み全般を受付けします。
【メールアドレス】kodomo-soudan@city.uruma.lg.jp
⑥子育て教育相談
児童の健全な発達と子育て等の悩みに対し臨床心理士がカウンセ
ラーとして相談を受けます。
【と　き】３月14日（金）午後1時～午後5時
【ところ】石川保健相談センター（予約制）
【問い合わせ】⑤～⑥家庭児童相談室（児童家庭課内）
　　　　　　　☎９７３－５０４１
⑦市民こころの健康相談について
さまざまな悩みでストレスをかかえている方が対象です。
＊臨床心理士によるカウンセリング
＊毎月第１火曜日（公休日除く）
時間：午後１時から４時

【と　き】４月1日（火）午後１時から４時
【ところ】健康福祉センター（うるみん）３階相談室
※お電話や来所での予約が必要です。
※相談は無料で、秘密は守られます。お気軽にご相談ください。
【問い合わせ】⑦健康支援課　☎９７３－３２０９

【
定
員
】
30
名
程
度

【
お
問
い
合
わ
せ
】

「
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
」　

室
長　

名
嘉
山

電
話
番
号
：
０
７
０
ー
６
５
９
５
ー
８
１
３
１

※
中
級
・
上
級
・
デ
ジ
カ
メ
講
座
も
有
り
。

※
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。（
お
問

い
合
わ
せ
は
可
能
で
す
）

※W
indow

s7
 offi  ce2

0
10

使
用
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i n f o r m a t i o n

男女共同参画コーナー

企画課 ☎９７３－５００５

好きな色が選べるって
いいよね !

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

う
る
ま
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

 

☎
９
７
３
―
５
４
５
９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
団
体
大
募
集

う
る
ま
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活

性
化
や
地
域
福
祉
の
発
展
を
目
的
に
、
市
内

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
団
体
へ
助
成

い
た
し
ま
す
。
福
祉
の
向
上
や
地
域
の
問
題

解
決
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆

様
、
想
い
を
か
た
ち
に
し
ま
せ
ん
か
？
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
う
る
ま
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

※
た
だ
し
、
自
治
会
な
ど
の
地
緑
組
織
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
対
象
外
で
す
。

※
う
る
ま
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

【
助
成
金
額
】
３
つ
の
コ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま

す
。

※
各
コ
ー
ス
３
団
体
予
定

①
ポ
ッ
プ
コ
ー
ス 【
３
万
円
】

②
ス
テ
ッ
プ
コ
ー
ス
【
５
万
円
】

③
ジ
ャ
ン
プ
コ
ー
ス
【
10
万
円
】

【
申
込
方
法
】

所
定
の
助
成
金
要
望
書
様
式
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

提
出
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
、う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
本

所
・
各
支
所
）
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
期
限
】
４
月
１
日（
火
）〜
30
日（
水
）

沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家 

 

☎
９
６
４
―
３
２
６
３

石
川
青
少
年
の
家
主
催
事
業

自
然
と
ふ
れ
あ
う
家
族
の
つ
ど
い

「
ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
」

野
外
料
理
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
石

川
岳
登
山
を
通
し
て
家
族
の
絆
を
深
め
よ
う

【
と
き
】
4
月
26
日（
土)

〜
27
日（
日
）　

一
泊
二
日　

※
雨
天
決
行　

【
と
こ
ろ
】
沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

【
対
象
・
定
員
】
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
の
い

る
家
族
20
組
程
度

【
参
加
費
用
】
２
，
０
０
０
円
／
1
人

【
申
込
方
法
】
県
立
石
川
青
少
年
の
家
に
直
接

電
話
に
て
お
申
込
下
さ
い
。

【
申
込
期
間
】
４
月
15
日（
火
）〜
23
日（
水
）

【
持
ち
物
】
野
外
活
動
に
適
し
た
服
装

※
詳
細
は
、
申
込
時
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
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i n f o r m a t i o n

ご寄付･ご寄贈ありがとうございますご寄付･ご寄贈ありがとうございます

消防活動状況（平成２６年１月）

救急出場件数 ……………………５５４件（５５４件）
搬送人員 …………………………５１２人（５１２人）
火災件数 ………………………………４件　   （４件）

（　　）は平成２6年１月からの累計。

◎大切な命を守るため、住宅用火災報知器を設置しましょう。
◎あなたも救命リレーに参加しませんか。※ＡＥＤは誰でも使
える救命の道具です。応急手当講習会を受講して使い方
を覚えましょう！
◎救急出動が増加傾向です。軽いケガの時は近くの医院、
診断での受信をおすすめ致します。

（救急車の適正利用をお願いします）

うるま市の人口
平成26年２月1日　　　　　　　　　　　　　前月比
人　口　　　１２１，００９人　　　　　＋５４
男　　　　　　６０，５６８人　　　　　＋　９
女　　　　　　６０，４４１人　　　　　＋４５
世帯数　　　　４７，６１５戸　　　　　＋５１

うるま市社会福祉協議会へ

☆（株）司
つかさかいようどぼくこうぎょう

海洋土木工業　従業員一同　様（字喜屋武）より
10万円の寄付

☆（株）喜
き

神
しん

サービス　様（字田場）より20万円の寄付

☆幸
こう

喜
き

　秀
ひで

雄
お

　様（字西原）より5万円の寄付

☆仲
なか

本
もと

　義
よし

廣
ひろ

　様（勝連平敷屋）より3,145円の寄付
☆（株）ヤマノホールディングス　様（字江洲）より8,345円
の寄付

☆有限会社　昭
しょう

和
わ

事
じ

務
む

機
き

社
しゃ

　様（石川東恩納）より10万円の寄付

☆うるま市商工会女性部　様（平安名）より10万円の寄付

☆幸
こう

喜
き

　秀
ひで

雄
お

　様（うるま市字西原）より5万円の寄付

☆うるま市土
どぼくそくりょうせっけいぎょうしゃかい

木測量設計業者会　様（喜仲）より6万円の寄付

☆有限会社　昭
しょう

和
わ

事
じ

務
む

機
き

社
しゃ

　様（石川東恩納）より20万円の寄付

うるま市育英会へ

日　時 場　所 内　容 講　師

３月３日（月）
2時半～3時半 3Ｆ視聴覚B カーディオ

キック 津波古

３月１０日（月）
2時半～3時半 3Ｆ視聴覚AB らくらく

フィットネス 津波古

３月１９日（水）
1時～2時15分 3Ｆプール 水中

アクアビクス 嶺　井

３月２６日（水）
1時～2時15分 3Ｆ視聴覚AB エアロビクス

ヨガ 嶺　井

【募集人数】各教室３０名(申込順)　
【場所】うるみん
【受講料】無料
【申込方法】国民健康保険課　☎973-3177（1172）

までお電話下さい！

【津
つ

波
は

古
こ

　浩
ひろ

乃
の

　先生】
健康運動指導士
沖縄タイムス
「ほーむぷらざ」連載中

【嶺
みね

井
い

　美
み

香
か

子
こ

　先生】
フィットネスインストラクタ
県内スポーツクラブ活躍中

※4月以降も開催予定
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